思い出のプレイ

1． 準備
　医療プレイを専用の店で遊び、楽しむ時は体調が問題になります。風邪をひいていないか、過労で疲労困憊ではないか等一般的な体調も大切ですが、医療プレイと言えばメインは浣腸です。本物の病院では検査や手術の前に、下剤を飲まされた上での浣腸は、もちろんそれなりの苦しみと羞恥が味わえます。しかし本当の浣腸を病院で味わうには、便秘状態である事が必須です。
　一人寂しく浣腸オナニーを味わう場合なら体調不良の場合、延期ができますが店の場合融通が利かない事があります。つまり普段から便秘症の人（店で浣腸を楽しむ人には稀ですが）でなければ、便秘になる必要があります。
　宏も普段快便でしたのでよく困りました。理想は４日以上排便が無い状態です。本物の病院で一週間以上の便秘であれば、浣腸は質・量とも厳しい物となります。しかも複数回繰り返されます。こんな浣腸が味わいたいので前準備が大切でした。２日なら我慢できますが、それ以上は薬を使う事がありました。下痢止めです。ただなかなか身体に合う薬がなく困った物でした。

2． 当日
　後、射精・オナニーは数日我慢します。そしてプレイ前に食事をし、ビールを少し飲みます。便秘状態でお腹が張っている上での事で、念を押します。できれば家等でシャワーを浴びて外出できれば、相手に配慮できます。
　以上できる事をこなして、店がある建物を目指します。オートロックの場合がほとんどで、チャイムを鳴らします。その後に思いを馳せ鼓動が早くなります。予約が確認され外部の扉が開きます。ＥＬＶで目的のフロアーに行き、店がある部屋のチャイムを再度鳴らしました。白衣を纏った女性が迎えてくれました。まず待合室に通されます。お茶が出され、プレイ時間の確認がありそこで会計を済ませました。そこでプレイの希望を書いた紙を渡します。相手の顔が嫌らしく変わりました。プレイルームの準備があるのでそこで待たされます。
　待合室にも趣向があり、浣腸小説の本や店の広告が載っているＳＭ雑誌が棚に並んでいます。プレイ前の時間潰しには最適です。またプレイに使う大型浣腸器もおいてあり、興味から持ち上げるとその重さがずっしりと感じます。おまるもあり、更に気分を高揚させました。

3． プレイルーム
　待合室の趣向に浸っていると、扉がノックされ先ほどの女性が別室まで案内してくれました。そこの扉は大きく重く堅く防音性があると思いました。つまり室内でいくら喚いても外には聞こえない。そんな厳しい環境、設備だと感じます。ノックをすると中から返事がありました。中に入ります。若い（３０代）の女性が迎えてくれました。リクエストに応じ。淡いピンクのナース服で同色のナースキャップを被っていました。胸のネームプレイトには“みゆき”と有りました。可愛いタイプの女で、ただ嫌らしく笑っていました。宏が書いた紙を持っていて、プレイの確認をしました。この後宏は患者に彼女：みゆきは看護婦に専念します。
　そこは病院の診察室を模した部屋でした。カルテの置いてある机には照明のスタンドがあり明るいですが、室内の他は照明が落としてあり薄暗く感じます。また淡い紫色の光で嫌らしく演出されていました。棚にはやはり各種浣腸器、肛門挿入棒、クスコ、アナル栓、アナルバイブ等プレイ器具が並んでいます。グリセリンの大瓶が数本あります。そしておまるがそっとおいてありました。中央には診察台、隅には内診台があります。そして診察台と内診台を囲む様に壁は鏡張りで姿見もおいてありました。その鏡だけは病院とは異様でした。私は丸椅子に座ります。向いには本物と寸分違わない看護婦が座りました。

4． 診察
　看護婦がカルテを見て診察が始まります。カルテには例の紙がはさんでありました。
「三谷宏さんですね。今年は始めてですが、今日はどうされましたか。」
「は、はい。数日前からお腹が重くて。今朝から少し痛みます。」
「そうですか。前回もお腹の不調でしたね。では診察していきます。まず血圧を測ります。」
診察器具は本物です。色っぽく可愛い看護婦に血圧を測られ、少し興奮します。
「少し高いですね。熱はありますか。計りましたか。」
「いえ、大丈夫だと思いましたので、計っていません。」
「解りました。後で測りましょう。胸を出してください。」
　シャツを捲り上げ、胸を出します。みゆき看護婦が聴診器で音を聞きます。
「緊張していますね。少し落ち着いてください。胸に異常はないですよ。」
みゆきが少し微笑みます。私も少し和み落ち着きます。次はお腹に聴診器を当てます。お腹は慎重に診察しました。少しは手で下腹部を押します。
「あ、そこを押されると痛いです。」
「ここですね。確かにこの辺りが張っていますね。重く感じる訳です。腹痛の原因もここですね。直腸に便が詰まっていますよ。だぶん、便秘ですね。お通じはどうですか。」
「え、そう言えば・・・ここ数日ありません。」
「そうでしょうね。普段はどうですか。」
「あまり排便を気にしません。2，3日置きです。」
「まだ若いのに、３日に一度はよくありませんね。今までそれ以上の時はどうしていましたか。」
「は、はい。確かに酷い時はありました。その時は・・・」
「どうしましたか。はっきり言いなさい。」
返事を躊躇う私にみゆきは語気を強めます。怖い看護婦に見えます。
「はい、どうしようもない時は市販のか、浣腸を・・・でもお腹が痛くなるので浣腸は苦手です。」
「そうですね。前回の治療の後でそのお話をしましたですね。ではお尻の診察をしますよ。」
みゆきはズボンを脱いで、診察台にうつ伏せに寝る様指示しました。
「足を少し開いて、お尻を持ち上げ突き出す様にしてください。」
気が付けば私は恥ずかしい四つん這いの姿勢でお尻を看護婦に向けていました。顔をあげると、大きな姿見があり惨めな宏の顔を映します。顔を背けても壁も鏡張りです。看護婦が何か診察の準備をしているのが映りました。
「おしりを診ますから、パンツ下げますよ。」
事務的な声でした。スルリをパンツが下げられ、お尻が丸出しです。宏は羞恥を覚えます。お尻に冷たさを感じます。肛門回りにローションが塗られ、少しもみ込まれました。看護婦は綿棒を持っていました。それをいきなり宏の肛門に差し込もうとしました。
「あ、いや。」
急な事でした。慣れない宏は、肛門に異物を入れられる感触に反応し、身体を前にずらして、逃げました。
「駄目ですよ。逃げたら診察できないですよ。」
みゆきは強い口調で詰りました。
「すいません。つい。」
そのまま宏に覆いかぶさり、逃げられない様に身体で押え再度綿棒を挿入しました。宏のこの際、看護婦さんの大きなおっぱいの感触を味わいました。
　これからがプレイの本番です。巧に操られた綿棒は抜き刺しするなど、宏の肛門と腸壁を刺激します。まるで摘便をしている様でした。
「あ、ああ～、あん、あん。」
宏は喘ぎます。当初は嫌らしい感触でしたが、直ぐに快楽に変わります。喘ぎ声もよがり声に変わります。勃起します。看護婦はもう宏の身体を押える必要がなくなりました。宏は進んでお尻を持ち上げました。
　看護婦は十分宏の肛門を甚振ってから、綿棒を抜きました。汚物が付着していて黄色く汚れています。異臭が漂います。その綿棒を宏の顔先に近づけます。
「あ、止めて。汚い、臭いよ。」
宏は自分の便が付いた綿棒を見せつけられ、嫌がります。
「汚いわね。でもこれがあなたのお腹の中よ。酷い状態だわ。治療で、お腹の中を綺麗にする掃除をしないと。」
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「浣腸よ。病院の浣腸は強力で量も多いから、酷い便秘に効きますよ。ちょっと苦しくて、恥ずかしいですけどね。」
「え、そんな。浣腸は苦しいから苦手です。何とかなりませんか。」
「駄目よ。ここまで酷いと、お浣腸で治療しないと治りませんよ。」
看護婦は強い口調で浣腸の宣告をしました。

